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大
漁
だ
っ
た
！
　
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
大
会

大
漁
だ
っ
た
！
　
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
大
会

「
2
月
23
日
は
富
士
山
の
日
」
ウ
イ
ー
ク
で

　
　
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

　
　
　
　
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
2
月
23
日
は
富
士
山
の
日
」
ウ
イ
ー
ク
で

　
　
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

　
　
　
　
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
�

富
士
河
口
湖
町
誕
生
と
河
口
湖
漁
協
ワ
カ
サ
ギ
魚
種

認
定
を
感
謝
し
た
「
ワ
カ
サ
ギ
町
民
釣
り
大
会
」
が
２

月
21
日
、
町
民
1
5
0
名
あ
ま
り
の
参
加
で
盛
大
に
、

楽
し
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
入
賞
さ
れ
た
方

々
は
左
記
の
皆
さ
ん
で
し

た
。

�

ま
た
、
表
彰
式
終
了
後

は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
で

ワ
カ
サ
ギ
の
天
ぷ
ら
を
い

た
だ
き
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

【
一
般
の
部
】

　
優
　
勝
　
藤
森
　
政
雄(

長
浜)

　
1
5
0
0
g

　
準
優
勝
　
外
川
　
哲
雄(

浅
川)

　
1
4
0
8
g

 
 

３
　
位
　
渡
辺
　
安
友(

船
津)

　
1
3
5
4
g

 
 

４
　
位
　
林
　
　
誠
市(

勝
山)

　
1
1
6
2
g

 
 

５
　
位
　
渡
辺
　
直
彦(

船
津)

　
1
1
5
8
g

�

【
小
中
学
生
の
部
】

�

優
　
勝
　
広
瀬
　
雅
一(

船
津)

　
8
6
0
g

　
準
優
勝
　
天
野
　
　
翼(

船
津)

　
7
7
8
g

 
 

３
　
位
　
外
川
　
弘
大(

浅
川)

　
6
4
8
g

 
 

４
　
位
　
松
浦
淳
之
介(

船
津)

　
4
5
6
g

 
 

５
　
位
　
小
佐
野
啓
介(

勝
山)

　
3
9
6
g

�

【
特
別
賞
】

　
河
口
湖
漁
業
協
同
組
合
長
賞
　
　
堀
内
　
文
仁(

大
石)

　
富
士
河
口
湖
町
長
賞
　
　
　
　
渡
辺
　
文
夫(

船
津)

�

富
士
河
口
湖
町
議
会
議
長
賞
　
　
古
屋
　
和
雄(

小
立)

�

日
本
バ
ス
ク
ラ
ブ
会
長
賞
　
　
宮
下
　
紀
行（
船
津
）

�

富
士
河
口
湖
町
観
光
連
盟
会
長
賞
　
外
川
　
　
萌(

船
津)

　
河
口
湖
観
光
協
会
長
賞
　
　
　
中
村
　
俊
太(

船
津)

�

河
口
湖
温
泉
旅
館
組
合
長
賞
　
渡
辺
　
莉
子(

小
立)

��

特
別
賞
の
選
定
は
、
大
会

日
21
日
に
ち
な
ん
で
21
位
、

新
町
誕
生
の
日
11
月
15
日
に

ち
な
ん
で
、
11
位
と
15
位
、

参
加
者
の
最
年
長
と
最
年

少
、
そ
し
て
ブ
ー
ビ
ー
の

人
と
し
ま
し
た
。

��

　
こ
の
ウ
ィ
ー
ク
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
２
月21
日
、

大
石
公
園
で
合
併
を
記
念
し
た
「
富
士
河
口
湖
町
の
灯
」

の
採
火
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
石
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
火
起
こ
し
で
採
取
し
た

火
は
ラ
ン
プ
に
納
め
ら
れ
、
ボ
ー
ト
で
河
口
湖
を
横
断

し
、
28
日
ま
で
町
役
場
に
灯
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
灯
が

各
地
区
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
で
八
木
崎
公
園

の
小
焚
火
に
つ
け
ら
れ
、
メ
イ
ン
の
大
焚
火
の
点
火
に
使

わ
れ
ま
し
た
。

　
22
日
の
午
後
か
ら
は
、
小
立
・
八
木
崎
公
園
で
凧
揚
げ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
強
風
で
し
た
が
子
ど

も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
凧
を
お
父
さ
ん
た
ち
と
揚
げ
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
立
や
勝
山
地
区
の
方
々
が
製
作
し
た
大
凧

も
、
強
風
に
よ
り
凧
の
張
り
や
水
糸
の
調
整
等
の
試
行

錯
誤
を
し
な
が
ら
、
富
士
山
に
届
く
ほ
ど
空
高
く
上
が
り

ま
し
た
。

　
23
日
の
「
富
士
山
の
日
」
に
は
、
「
富
士
山
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
中
央
公
民
館
で1
5
0
名
ほ
ど
の
参
加

者
が
集
う
中
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
新
町
に
な
り
、
青
木
ヶ
原
樹
海
の
一

部
も
町
の
自
然
に
加
わ
っ
た
中
で
、
こ
の
貴
重
な
自
然
環

境
を
生
か
す
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の
認
証
制
度
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
町
自
然
共
生
研
究
室
の
渡
辺
室
長
が
基
調
講

演
で
問
題
提
起
を
行
な
っ
た
後
、
松
本
大
学
の
佐
藤
先
生

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
も
と
、
ホ
ー
ル
ア
ー
ス
自
然
学

校
の
平
野
さ
ん
、
富
士
山
ク
ラ
ブ
の
三
木
さ
ん
、
河
口
湖

フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
の
篠
原
館
長
の
３
人
が
パ
ネ
ラ
ー

で
熱
心
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
富
士
山
・
青
木
ヶ

原
と
い
う
世
界
的
に

見
て
も
稀
な
自
然
と

環
境
の
保
全
と
共

に
、
こ
れ
を
い
か
に

利
用
し
、
経
済
効
果

を
図
っ
て
い
く
の
か

を
中
心
に
、
会
場
の

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

も
織
り
交
ぜ
て
熱
心

な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
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【
平
成
15
年
度
山
梨
県
県
政
功
労
賞
】

　

井 

出 
 

友 
久
　
氏
　(

昭
和
10
年
生
ま
れ
、
船
津)

�

�
長
年
に
わ
た
り
、
山
梨
県
知
的

障
害
者
相
談
員
と
し
て
、
障
害
を

も
つ
子
ど
も
の
保
護
者
の
悩
み
、

苦
し
み
に
対
し
て
幅
広
い
相
談
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
山
梨
県
知

的
障
害
者
相
談
員
連
絡
協
議
会
の
副
会
長
、
会
長
を
歴
任

し
、
同
協
議
会
の
発
展
や
知
的
障
害
者
相
談
員
の
資
質
の

向
上
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、
山
梨
県
地
方
社
会
福
祉
審
議

会
委
員
等
を
歴
任
す
る
な
ど
、
本
県
の
障
害
者
福
祉
の
向

上
に
尽
く
し
た
功
績
は
顕
著
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
功
績
に

対
し
て
、
県
政
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

�

【
主
な
経
歴
】

　
昭
和
47
年
６
月
～
現
在
　
県
知
的
障
害
者
相
談
員

　
昭
和
51
年
７
月
～
55
年
３
月
　

　
　
　
　�

県
知
的
障
害
者
相
談
員
連
絡
協
議
会
副
会
長

　
昭
和
55
年
４
月
～
現
在
　

　
　
　
　�

県
知
的
障
害
者
相
談
員
連
絡
協
議
会
会
長

　
昭
和
63
年
８
月
～
平
成
６
年
７
月
　

　
　
　
　
　
県
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
委
員

　
昭
和
53
年
４
月
～
現
在
　

　
　
　
　�

(

福)

県
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
副
会
長

　
昭
和
62
年
４
月
～
現
在

　
　
　
　
　
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
副
会
長

�

【
平
成
15
年
度
山
梨
県
教
育
功
労
賞
】

　
中 

村 

五 

郎
　
氏
　(

昭
和
２
年
生
ま
れ
、
船
津)

　
昭
和
23
年
４
月
よ
り
東
桂
中
学

校
勤
務
で
教
職
に
入
り
、
昭
和
63

年
３
月
河
口
湖
南
中
学
校
長
を
最

後
に
退
職
す
る
ま
で
40
年
間
の
長

期
に
わ
た
り
、
児
童
生
徒
の
健
全

育
成
に
情
熱
を
傾
け
た
。そ
の
間
、
理
科
教
育
の
進
展
に

努
め
る
と
と
も
に
、
教
育
事
務
所
の
指
導
主
事
を
経
て
下

吉
田
第
一
小
学
校
・
吉
田
中
学
校
で
教
頭
を
１
年
２
ヶ
月
、

勝
山
中
学
校
及
び
河
口
湖
南
中
学
校
で
４
年
間
校
長
を
勤

め
、
地
域
教
育
の
進
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

　
教
職
退
職
後
は
、
昭
和
63
年
４
月
か
ら
町
社
会
教
育
委

員
を
２
年
間
、
平
成
元
年
10
月
か
ら
町
教
育
委
員
を
８
年

間
、
平
成
４
年
７
月
か
ら
は
、
町
教
育
長
を
５
年
３
ヶ
月

歴
任
し
、
町
教
育
行
政
の
推
進
に
大
い
に
貢
献
し
、
こ
れ

ら
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
11
月
４
日
に
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

【
主
な
経
歴
】

�

昭
和
23
年
4
月
～
昭
和
63
年
3
月
　
小
中
学
校
教
員

�

昭
和
63
年
4
月
～
平
成
2
年
３
月
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
口
湖
町
社
会
教
育
委
員

　
平
成
元
年
10
月
～
平
成
9
年
10
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
口
湖
町
教
育
委
員

　
平
成
4
年
7
月
～
平
成
9
年
10
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
口
湖
町
教
育
長

　
平
成
10
年
8
月
～
現
在
　
町
福
祉
委
員

祝
　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

３月８日（月）

午前９時から午前１１時４５分まで

３月８日（月）

午後１時から午後４時まで

長　浜

西　湖

大　嵐

足 和 田 出 張 所

大 嵐 児 童 館

３月９日（火）

午前９時から午前１１時４５分まで
西湖西 根 場 公 民 館

３月９日（火）

午後１時から午後４時まで
西湖南 西 湖 公 民 館

３月１０日（水）

午前９時から午前１１時４５分まで
河　口 河口住民センター

３月１０日（水）

午後１時から午後４時まで
大　石 大石住民センター

３月１１日（木）

午前９時から午前１１時４５分まで
勝　山 勝 山 出 張 所

３月１１日（木）

午後１時から午後４時まで
小　立 小 立 支 所

船　津

浅　川

３月１２日（金）

午前９時から午後４時まで

富士河口湖町役場

1階エントランスホ

地　区 日　　　　　　時 場　　　所
　
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
に
よ
り
、
ケ
ガ
を

さ
れ
た
方
や
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る

制
度
で
す
。
車
同
士
の
事
故
か
ら
自
転
車
で
の
転
倒
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
通
事
故
の
災
害
に
対
し
見
舞
金
が
支
給
さ

れ
、
見
舞
金
の
限
度
額
は
、
死
亡
で
最
高
１
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
共
済
期
間
は
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
17
年
３
月

31
日
ま
で
と
な
り
、
中
途
加
入
も
出
来
ま
す
。

掛
金
は
１
人
年
額
５
０
０
円
で
、
中
途
加
入
で
も
掛
金
は

同
じ
で
す
。

　
加
入
申
し
込
み
は
、
次
の
日
程
で
受
付
を
行
な
い
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
　

※
指
定
日
に
加
入
申
込
み
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
15
日

　
以
降
役
場
に
て
受
付
で
き
ま
す
。

○
問
合
せ
は
…
町
役
場
　
管
理
課
　
防
災
係
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
７
２-

６
０
１
３

町
村
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
!

掛金年額１人
500円

見舞金最高
100万円
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旧
河
口
湖
町
で
は
昭
和
30
年
代
に
定
め

た
将
来
の
青
写
真
で
あ
る
「
都
市
計
画
」

が
半
世
紀
近
く
経
過
し
、
今
の
社
会
情
勢

や
地
域
の
実
情
に
合
っ
て
い
な
い
こ
と
等

か
ら
、
時
代
を
見
据
え
た
“
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
”
を
進
め
る
た
め
、
道
路
や
公
園

を
始
め
と
す
る
各
種
都
市
施
設
や
土
地
利

用
な
ど
に
つ
い
て
、
「
都
市�

画
の
見
直

し
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

�

今
回
の
町
村
合
併
に
あ
た
り
、
国
道
１

３
９
号
と
県
道
・
鳴
沢
河
口
湖
線
と
の
間

に
計
画
さ
れ
て
い
る
都
市
計
画
道
路
・
船

津
小
海
線 

(

湖
南
中
学
校
前
の
約
７
６
０

m
は
昭
和
50
年
に
完
成)
 

は
、
合
併
町
村

間
を
結
ぶ
連
絡
路
に
位
置
付
け
、
地
元
説

明
会
等
や
関
係
機
関
と
の
協
議
を
重
ね
、

昨
年
９
月
に
ル
ー
ト
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

(

下
記
、
図
参
照)

�

当
面
は
、
都
市
計
画
の
見
直
し
に
係
わ

る
富
士
河
口
湖
町
の
新
庁
舎
か
ら
県
道
・

鳴
沢
河
口
湖
線
に
至
る
間
を
先
行

 
(

第
１

期
区
間)

 

す
る
こ
と
と
し
て
、
ル
ー
ト
周

 

辺
の
関
係
者
に
土
地
の
立
入
り
等
に
係
る

承
諾
を
い
た
だ
き
、
道
路
設
計
に
必
要
な

地
形
測
量
や
地
質
調
査
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
現
在
、
こ
の
測
量
・
調
査
の
結
果
に

基
づ
く
道
路
や
交
差
点
の
詳
細
設
計
等
を

進
め
る
と
と
も
に
、
都
市
計
画
道
路
・
船

津
小
海
線
の
変
更
に
係
る
住
民
説
明
会
の

開
催
な
ど
、
都
市
計
画
を
見
直
す
た
め
の

所
定
の
手
続
き
を
行
う
た
め
の
諸
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

�
そ
こ
で
、
16
年
度
は
、
こ
の
船
津
小
海

線
に
係
る
ル
ー
ト
変
更
の
決
定
を
得
る
中

で
、
詳
細
設
計
に
基
づ
く
用
地
の
測
量
や

建
物
の
調
査
等
と
併
せ
、
国
の
補
助
事
業

と
し
て
の
採
択
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
公
共

事
業
評
価
も
実
施
し
な
が
ら
、
早
期
に
事

業
着
手
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

�

ご
承
知
の
通
り
公
共
事
業
に
係
る
事
業

環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
、
地
域
に
と
っ

て
本
当
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
て
も
理
解

を
得
て
具
体
的
に
事
業
化
と
な
る
に
は
、

極
め
て
厳
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
の
で
、

円
滑
な
事
業
展
開
が
で
き
ま
す
よ
う
、
関

係
す
る
皆
さ
ん
方
の
深
い
ご
理
解
や
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
こ
が
知
り
た
い
！

　
合
併
支
援
道
路
に
つ
い
て

　
新
町
の
合
併
に
伴
う
「
合
併
支
援

道
路
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
と
こ
れ
か
ら
の
流
れ
等
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。



広
報
富
士
河
口
湖

　
５

　
　
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

　
感
謝
し
ま
す
。

�

　
平
成
十
六
年
度
の
納
期
限
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
表

　
を
確
認
の
上
、
　
納
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う�

お
願

　
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　(

注)

旧
勝
山
村
、
旧
足
和
田
村
地
区
の
方
は
、
納
期
が
変

　
　
　
更
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

�

ご
指
定
の
預
金
口
座
か
ら
、
自
動
的
に
振
替
納
付
が
で
き
る

　
制
度
で
す
。

�

手
続
き
は
各
金
融
機
関
等
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
山
梨
中
央
銀
行
・
山
梨
信
用
金
庫
・
都
留
信
用
組
合
・
山
梨

　
　
県
民
信
用
組
合
・
北
富
士
農
協
・
美
富
士
農
協
・
郵
便
局
）

�

　
※
口
座
振
替
依
頼
書
は
各
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
役
場
税
務

　
　
課
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

☆

�

　
　
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成16年度の町税等の納期は以下のとおりです。

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

町県民税 固定資産税 国民健康保険税 軽自動車税 介護保険料税目
納期月

第１期

第２期

第３期

第４期

第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

第６期

第７期

第８期

第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

第６期

第７期

第８期

第１期第１期（全納）

　 第２期

　 第３期

　 第４期

町税等納期別一覧◎
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
納
期
月

に
納
期
前
の
金
額
を
前
納
し
ま
す
と
報
奨
金
が
つ
き

ま
す
。

　
報
奨
金
の
額
に
つ
き
ま
し
て
は
税
務
課
収
納
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

★
何
か
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
課

収
納
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

富
士
河
口
湖
町
役
場
税
務
課

　
　
　
　
電
　
　 

 

話
　
７
２-

１
１
１
３
（
直
通
）

�

　
　
　
フ
ァ
ッ
ク
ス
　
７
２-

６
０
２
７

　
現
在
町
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ま
か
ら

出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
を
町
外
の
焼
却
施
設

に
お
願
い
し
て
処
理
し
て
い
ま
す
。

�

し
か
し
、
こ
れ
に
は
莫
大
な
費
用
を
町

予
算
か
ら
使
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
、
ご
み

の
減
量
化
は
町
全
体
の
課
題
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

�

ご
み
の
減
量
に
は
町
民
一
人
一
人
の
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

�

そ
の
有
効
な
方
法
の
１
つ
に
「
生
ご
み
処
理
機
」
に
よ
る
堆
肥
化
が
挙

げ
ら
れ
、
し
か
も
生
ご
み
処
理
機
購
入
に
対
し
て
は
、
以
下
の
と
お
り
町

か
ら
補
助
金
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
生
ご
み
処
理
機
器
設
置
費
補
助
金
に
つ
い
て

　
町
内
の
一
般
家
庭
や
ホ
テ
ル･

旅
館･

飲
食
店
等
の
事
業
所
が
生
ご
み
処

理
機
を
購
入
し
た
場
合
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
場
合
は
購
入
額
の

1
/
2
以
内
で
限
度
額
が
2
5
、0
0
0
円
、
業
務
用
生
ご
み
処
理
機
の
場

合
は
購
入
額
の
1
/
3
以
内
で
限
度
額
が1
、5
0
0
、0
0
0
円
・
リ
ー
ス
の

場
合
は
年
間
リ
ー
ス
料
金
1
/
5
以
内
で
限
度
額
が
2
0
0
、0
0
0
円
で

５
年
間
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
生
ご
み
処
理
機
購
入
の
メ
リ
ッ
ト

�

生
ご
み
処
理
機
購
入
に
よ
り
、
今
ま
で
は
週
に
２
回
の
割
合
で
可
燃
ご

み
を
出
し
て
い
た
の
が
、
ご
み
の
量
が
減
る
こ
と
で
週
１
回
で
済
ん
だ
り
、

水
を
含
み
重
く
、
特
に
夏
場
は
匂
い
が
気
に
な
っ
て
い
た
ご
み
が
軽
く
清

潔
に
な
り
ま
す
。

�

ま
た
処
理
機
か
ら
で
き
る
堆
肥
を
園
芸
や
家
庭�

菜
園
の
肥
料
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

●
忘
れ
な
い
で
「
コ
ン
ポ
ス
ト
」

�

今
で
は
す
っ
か
り
影
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
コ
ン
ポ
ス
ト
こ
と

「
生
ご
み
処
理
容
器
」
。

�

町
で
は
コ
ン
ポ
ス
ト
購
入
に
対

し

て
も
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
庭
や
畑
が
あ
り
、
少
し
手
を
か
け

て
や
れ
る
方
に
は
こ
ち
ら
も
お
薦
め
で

す
。(

購
入
額
の
1
/
2
以
内
で
限
度

額
が
5
、0
0
0
円)

　
今
や
地
球
環
境
の
た
め
に
も
、
ご
み
減
量
化
は
重
要
な
課
題
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
　

☆
お
問
い
合
わ
せ
　
町
役
場
　
環
境
課
7
2
―
3
1
6
9

生
ご
み
処
理
機
で
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ


